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要旨 : 住居はその中で人々が寝食を共にすることで共同体としての規範や役割を身に着ける
場と位置づけることができる。また住居はその建物それ自体のみならず、居を構える土地や
そこから見える風景とともにあり、風土に内包されたものとして存在するといえよう。そし
てあらゆる世界の人々の日々の生活においてさまざまな出来事とそれにともなう儀礼がとも
なうのである。セネガル共和国のセレール人 (Sereer) 村落では、行政単位の「村」の中に
「住居」があるだけではなく、血縁関係にある人々同士が寄せ集まって住居を構成する
「村」が存在する。これは行政区域として認められてはいない。しかし「名前の村」(セ
レール語2) ではKanはそこに住む人々にとって確固たる紐帯として影響している。本論では
多元的生活空間としての「名前の村」を日常生活の出来事から考察する。
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はじめに
セネガルは他の多くのサブ・サハラ・アフリカ諸国に比べて、エスニック・グループの数
は比較的少ない。同じ西アフリカのコートジボワールは60を超える数が確認されているし、
ナイジェリアのように250以上が確認されている国もある。こういった数から考えると、セ
ネガルの10数民族はサブ・サハラ・アフリカの国々の中では少ないほうだろう。セネガル
においてメジャーなエスニック・グループは人口比で最大の38パーセント以上の勢力を誇る
［ANSD 2011 : 12］ウォロフ人 (Wolof) 、居住範囲と移動距離で最大はプル人 (Peuls) 3) 
であろう。各エスニック・グループ同士はウォロフ人以外、ある一定の地域に集中して居住
している。たとえば私が調査を行っているファンデーン農村共同体4) (Communauté Rural 
de Fandène) は34か村中にはウォロフ人の村落が15か村あるが、他はプル人やセレール人
村落である。
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１）
筆者は首都ダカールから東へ約70キロメートルの街、ティエス市 (Thiés) に隣接するセ
レール人の村落、デュファック村 (Ndouffack) に滞在し、参与観察を行った。その際に、彼
らセレール人の会話を聞いていると、どうやら村の名前が出てくる場合と、そうではない集
合体を指す言葉を用いることと２つの言葉で自分たちの所属を言い表していることに気が付
いた。セレール語で行政単位の「村」(Village) を指す単語は、Kuléであるが、普段の会話に
おいてこの言葉を用いる機会は少ない。むしろ彼らがしばしば用いるのはKanという言葉で
あった。そもそもKanは屋敷地、住居を表す言葉であるが、自分たちの名前の集合体として
Kanを用いていた。またKanのほかには、名前を示す言葉のあとに「～ène」と付けて住居を
表する。たとえばもし名前がFaye (ファイ) であるなら、Fayène (ファイエン) となり、すな
わち「ファイの屋敷地、住居」という意味になる。本論ではこの「名前の村」Kanでくりひ
ろげられる日常生活におけるいくつかの事例に沿って考察を加える。この「名前の村」がセ
レールの人々にどのような意味があるのかを民族誌的記述を用いて分析する。
Ⅰ   セレールの人々
セレール (Sereer) と呼ばれる人々は5) 、セネガル共和国、ガンビアならびに隣国モーリ
タニアのごく一部に住む人々である。セネガル共和国の人口の約15パーセントを占め［砂野 
2007 : 126］、ウォロフ (約40パーセント) 、プル (約20パーセント) に次ぐ、第３の民族で
ある。過去歴史上一度もセネガルのどこの州においても過半数の人口を占めたことはない
［Diouf 1998 : 33］。Dioufによる報告では1976年の統計でティエス州、シン・サルーム
州 (Sine-Saloum 現在のファティック州とカオラック州) 、そしてジュルベル州 (Dioulbel) 
で26パーセントから30パーセントを超えた程度である［Diouf 1998 : 33］と述べられてい
る。生業活動は農耕牧畜であり、雨季は落花生およびトウジンビエの作付けと、乾季は野菜
栽培を行う。一年を通して牛、羊などの家畜飼育に携わるが遊牧ではなく定住地周辺にて飼
育する。またファティック州およびカオラック州の一部では稲作を行っている者もいる6) 。
村落部においては他のウォロフ、プルの人々同様、セネガルにおいてはごく平均的な生業活
動をする人々である。
セレール語はニジェール・コンゴ語族、大西洋語派、北部諸語、セネガル語群に属してい
る。また1971年の政令により「国語」に指定された言語である。［砂野 2007 : 50-51］、
語群はさらに２つに分類される。ひとつは、チャンギン (Cangin) 語群の、パロール 
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(Palor) 、サーフェン (Safen) 、レハル (Lehar) 7) 、ノーン (Noon) 、ンドゥット (Ndout) であ
り、もうひとつはシン (Siin) 語群のシン (Siin) 8) である。セレール・シンはセネガル中部の
ファティック州 (Fatick) 、カオラック州 (Kaolack) にその多くが居住する。セレール語は
キャンガン、シン両語群において互いに類似する単語はあるものの、語群が異なるため、
「セレール語」と名の付く言葉で会話が成り立つのは同語群内のみである。よって異なる語
群間での会話は、ウォロフ語で行われることになる。キャンガン語群、シン語群は、それぞ
れ方言と居住地域によって分けられる。キャンガン語群は、首都ダカール (Dakar) 東方の、
ティエス (Thiés) 周辺および大西洋岸のポポンギン (Poppenguine) 周辺の農村部で話され
る［砂野 2007 : 52］。またシンは、ムブール (Mbour) の東方、ファティックおよびカオ
ラックの両州、ガンビアの一部地域で話される。
セレールは母系社会である。母系体系でも男性が主要な政治権力を握っている［キージン
グ 1982 : 115］ので、屋敷地を継承するという表向きの政治的態度は男性が担う。しかし
実際に屋敷地を統括するのは女性である。特にその屋敷地の長男と妻との間にもうけた長女
がその屋敷地を継承するという母系相続の型をとっている。2010年に調査を行った際に作
成したセレールの親族関係図の一例を図１として示す。婚姻、とくに初婚はセレール人との
婚姻が望ましいとされる。インフォーマントの妻はティエス市のセレール人コミュニティで
があるクール・ダーゴ (Keur Dago) から、インフォーマントの１番目の弟の妻は、東隣の
セレール人村落のグンサンヌ村 (Ngounsane) からやってきている。また2010年の調査中に
はまだプロポーズはしていなかったようだが、最近結婚式を挙げた２番目の弟は、北東のセ
レール人村落であるペーコック・セレール村 (Peykouk Sérère) からやってきている。男性
は、生業活動ならびに現金収入を得るための労働をするが、それ以上に村の内外の人々との
交流を行う役目を担うことが期待される。女性は家事労働に専念しているので、日常的な行
動範囲においては、週１回出かける市場が日常生活においては一番遠い場所である。よって
村内では「名前の村」の範囲内で行動することがほとんどである。このように男性と女性の
行動は、イエについての考え方とは反対に「外／内」の関係となっている。本論では、デュ
ファック村のFayèneで観察された日常の出来事を扱う。同時に隣接するNingのNingèneな
どを含めた行政区分としてのデュファック村についても触れてゆく。このことにより、一般
的な行政区分での「村」と、「名前の村」との差異をより明確に示すことができるのではな
いかと思う。
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図１   インフォーマントの親族関係図
Ⅱ   アフリカにおける空間の議論からの仮説
デュファック村にて調査を行ったのは2007年２月から３月、2009年９月から12月、そし
て2010年８月から11月の３度である9) 。特に2009年と翌年の2010年は、断食月ラマダーン 
(Ramadan, Ramdaan) に重なった10) 。この断食月が終わり、イスラームの新年に位置づけ
られるコリテ (Korité) の際には、朝早くに牛が屠られ、昼には各家庭でその肉を用いた料理
がふるまわれる。その際に気づいたことであるが、料理は各々の屋敷地で調理されたもの
を、その屋敷地でふるまわれるだけではなかった。いくつかの別な器にも盛られ、それを隣
近所にも分け与えるのである。しかもそれは一方的な行為ではない。またその隣近所からも
同様に肉料理が届けられるのである。これはひとつの交換の型である。しかしモースが論じ
たポトラッチ制度［モース 1973 : 243］とは異なり「倍返し」になることはない。また、
彼ら曰く必ずしも交換をしなければならないというわけでもない。このような料理の交換
は、互酬性の観点から見れば共同体の紐帯を強化するものとして映るであろう。それでは、
コリテの際に行われるこうした交換を下支えするものはいったいどこにあるのであろうか。
私は「名前の村」に住まう人々の普段の生活空間にその鍵があるのではないかと仮説を立て
た。
アフリカ研究においては、エヴァンス=プリチャードが「ヌアー族」(The Nuer) において
時間と空間の議論を行っている。まず、彼はヌアーの人々の時間と空間について、以下のよ
うに述べている。
ヌアー族の時間の概念を論じる際、我々は二種類の時間を区別しなければならない。
つまり、われわれが生態学的時間と名づけたところの、環境との関係を反映した時間
と、社会構造上における相互の関係を反映した、我々が構造的な時間と呼ぶ時間であ
る［エヴァンス=プリチャード 1978 : 154］。
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またエヴァンス=プリチャードはこの２つの時間を次のように解説している。
双方ともに共同体にとって注目するに十分値する一連の出来事を指し、それらは概念
的に相互に関連している。長期にわたる時間は、ほとんど必ずといってよいほど構造的
な時間である。なぜなら、長期の時間にかかわる時間は、社会集団の関係性の変化を
表わしているからである。しかも自然の長さや、それに対する人間の側の反応に基づい
た時間の計算は、一年を周期とする時間に限られ、そのため、季節よりも長い期間を
区別するために用いることはできない。また、両者には、ともに限定され、定まった
あらわし方がある。季節的な変化や、太陰暦にもとづく変化は毎年繰り返す。［エヴァ
ンス=プリチャード 1978 : 154］。
エヴァンス=プリチャードは、生態学的時間の周期は１年であると位置づけたうえで、季
節の移行期という「他方の前兆」に関しても注意を払うことの重要性を説いている［エヴァ
ンス=プリチャード 1978 : 154-155］。その理由として、季節の概念は、社会的な諸活動
を決定する気候的な変動よりも、社会的諸活動そのものにその基盤をもっているからである
［エヴァンス=プリチャード 1978 : 155-156］。セネガルの例から考えてみよう。セネガル
の農事暦は１年を３か月ごと、４つに分けている。本格的な雨季が始まる６月から8月まで
Nawet、9月から11月までLolli、12月から２月までCooroon、３月から５月までNoorと呼
ぶ。［Ndomba 2006 : 29］NawetとLolliの間が雨季となる。乾季の訪れはLolliの間にやっ
てきて、Noorの終わりに完了する。移牧、野菜栽培、季節に応じた耕作、マンゴーの収穫、
次の農繁期に向けての準備 (耕起および水管理) はそれぞれの季節で行うのである。当然な
がらこれらの境界はあいまいでその移行期は農作業に従事する村人各々が経験によって判断
してゆくのである。エヴァンス=プリチャードは時間の概念は、集団内の全成員に対して同
じ意味をもたねばならないと定義したが［エヴァンス=プリチャード、1978 : 166］、そこ
に欠けているのは個々の経験による差異である。この差異が現れることで時間の捉え方に差
が出る。雨季作物であり、かつ主食であるトウジンビエの収穫は雨季と乾季の境目の見極め
が大切である。La Dernière Pluieと呼ばれる「今年最後の雨」を待って、さらに晴天が続
き、実がよく乾燥したところで一気に収穫する。実が付いて穂が垂れ下がって鳥がついばむ
様子だけで判断してはいけないのである。この経験は共有することも可能であるが一般的に
は積み上げた個々の経験で身に着けてゆくものなのである。
また、エヴァンス=プリチャードは空間についての議論の中で「構造的距離」について以
下のように説明する。
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構造的な距離は、生態学的諸条件によってつねに影響を受けており、とくに政治的な側
面では生態学的諸条件によって規定される度合いも大きいが、それは本質的にまった
く異なった次元のものである。(...) 構造的な距離とは、社会体系上における人々の集
団間の距離を意味し、それは価値によって表わされる。［エヴァンス=プリチャード 
1978 : 174］
人々の集団間で示される「価値」によって表される距離とはいったいどういうものであろ
うか。セレールの人々のもつ「価値」が明らかになれば人々の紐帯を決定する要因が明確に
なるのである。なぜならその「価値」とはセレールの人々にとって普遍的なものとして位置
づけられるものであるからである。エヴァンス=プリチャードは「構造的距離」について例
を挙げて説明している。
たとえばある村が他の二つの村から等間隔にあるとする。しかし、そのうちの１つの
村が異なった部族の村であり、別の村が同じ部族の村であるとすれば、構造的には後
者の村より、前者の村のほうが遠い［エヴァンス=プリチャード 1978 : 174］。
すなわち同じ部族の村は「近い」ものとして位置づけられる。「名前の村」の例に置き換
えるとセレールの場合は、明確にその「遠い」「近い」は感じられないものの、ウォロフや
プルの村の人々との交流において友人知人とくに同世代の人々がいる村との交友関係は深
い。ゆえに同じセレールの村落だけではなく、他のウォロフやプルの村落でも「近い」村が
ある。しかしこのセレールの村、デュファックにおける「名前の村」内の人的距離はそれに
も増して「近い」ものである。筆者はセレールの人々が住まう「名前の村」であるKanに着
目したい。Kanは先述のとおり、屋敷地あるいは住居を表す言葉であるが、同じ名前を持つ
人々すなわち血縁関係がとりもつ人々の集合体を表すものとしてKanを用いていた。また
Kanのほかには、名前を示す言葉のあとに「～ene」と付ける表し方があった。つまりコリ
テにおける料理の交換のように、同じ血縁にある者同士の間で交わされる交換なら、交換の
型としては “自然” なのではないだろうか。血縁の紐帯が成せる営みは彼らが無意識的に実
践しているもの、つまり日常生活においてその傾向は顕著に現れるはずである。その際の
各々の関係性を示すことで、人々の振る舞いと、その舞台になる「名前の村」との関係が明
らかになり、そこにおいて繰り広げられる生活空間を描くことが可能である。
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Ⅲ   調査地概要
１   デュファック村
筆者が調査を行っているデュファック村は、人口規模ではセネガル第２の都市であるティ
エス市11) に隣接するセレール人の村である (図２、図３) 。村内は、大きく４つの血縁集団
によって構成されている。またそれらは村の立地上、２つのグループにわけられている。ひ
とつはティエス市に隣接するTingène, Dionnèneのグループ、空き地を挟んでもうひとつは
Ningène, Fayèneである (図４) 。日常生活においてそれぞれの相互交流は常に行われてい
る。2009年の調査では、人口1012人。50歳までの男女がそれぞれ276人と405人。50歳以
上の男女では173人と148人である。「デュファック」とはセレール語による造語であり、
Ndouf (取り除く、切り開く) + Fack (森林) の組み合わされたものである。この名称が行政的
な呼称となっているが、周辺のセレール人村落の人々は「クンドーック」(Kùndook : 植物の
名前) と呼んでいる。村の敷地規模はセネガルの平均的村落からすれば比較的中規模である
が、知名度は低い。隣接するティエス市の人々に尋ねても、デュファックあるいはクン
ドーックの名を知るものはほとんどいない。その名を知るのは周辺の村人あるいは村に親戚
がいるものか、しばし巡回にやってくる自然環境保護省の出先支所職員程度であろう12) 。
村の生い立ちは、詳細な時期は明らかではないが土着信仰からイスラームへの改宗を理由
に現在のティエス市内にあったセレール人コミュニティ (現在のCité Lamy地区) から分離し
た一派が現在の場所に村を置いたことがはじまりとされている。その一派とはFayeとNing
である。NdioneとTineはファンデーンからやってきて居を構えた。近年は首都ダカールと
近隣都市の人口集中により13) 、首都に住居を求めるよりも地方都市に居を構える傾向があ
る。Fayèneにも2008年からWolof人の一家が、2009年にはNingèneにセネガル第３の人口
規模の都市KaolackからToucouleur人の一家が引っ越してきている。こうした他のエスニッ
ク・グループの人々をセレール人コミュニティで受け入れることは日常的であり、特別なこ
とではない。
農耕牧畜を生業として営んでおり、牛や羊、鶏の飼育を行っている。プルの人々のように
遊牧はせず、また飼育している頭数も多くはない。というのも夜間は屋敷地の中に入れてお
くためそれほど多くの家畜を飼育できないのである。よって家畜飼育の主たる目的は儀礼の
際に屠りふるまうことである。農耕については、雨季には落花生とトウジンビエ、乾季には
野菜栽培を行うものもいる。われわれ一般的には野菜栽培には雨量が多い雨季が適している
と思いがちだが、雨季は病害虫の被害も多い。現金収入が少ない彼らは農薬に投資を渋るた
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め、野菜栽培をあえて行わない傾向がある。
落花生は政府が価格を管理しており、収穫時期になると袋詰めされた落花生が山のように
積みあがる。落花生はフランスの植民地時代に持ち込まれて栽培されている作物であるが、
国際価格の下落に伴う政府買取価格の下落により農民の「落花生離れ」が進んでいる14) 。
図２   ティエス州
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図３   ティエス県
①デュファック村  ②グンサンヌ村  ③ペーコック・セレール村
④ダル・サラーム地区  ⑤シルマン村  ⑥クール・ダーゴ地区  ⑦ファンデーン村15)
２   行政区分上の「村」と、「村」としてのKuléの関係
セネガルには11の州があり、その下部に県、郡、農村共同体がある。農村共同体は15～
30の村落の集まりで構成される (図５) 。調査地であるデュファック村はティエス州、ティ
エス県、クール・ムッサ郡、ファンデーン農村共同体内に位置づけられる。
この農村共同体は議長 (Président) を首長とし、土地・土地の売買、選挙等の政治活動、
規模が大きい援助プロジェクトの諸手続きなど共同体内のあらゆる権限を掌握している。
よって、各村落には村長 (Chéf de Village) が存在するものの、その権限は低く、実効的権
限はないに等しい。先述のとおり、ファンデーン農村共同体には34の村落が存在しており、
それを取り仕切る役割として農村共同体が存在する。「共同体」とあるが実際には政府が掲
げる政策をこの農村共同体を通じて周知させることが目的であったと思われる。
いわゆる行政区分の「村」を表すセレール語はKuléである。これは村を表す意味のほかに
も「イエ」を表す言葉として用いられる。セネガルで最も勢力が強いウォロフ人 (Wolof) の
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言葉であるウォロフ語ではKeur (読みはクールあるいはクル) と表記される。このように
「村」は血縁関係によって構成された人々を中心として、生活を営んでいる。
ところが現代の行政区分の「村」の意味はウォロフ人の村の呼称のみが表記されている。
ウォロフ人の村はしばしば［Keur Moussa］(ムッサの家) や［Keur Massamba Gueye］
(マサンバ・ゲイの家) といったように家父長の名を冠したものが地図や統計で記されてい
る。セレールの村はどうだろうか。一般的にセレールの村落の呼称にはKeurあるいは同義の
セレール語であるKuléは用いられない。行政区分の呼称とは異なり、セレールの村の場合は
その土地にある樹木や地理的特徴から名づけられることが多い。先述のデュファックの例
や、その隣接する村のグンサンヌはセレールの人々の間では「外向きの呼称」であり、彼ら
の間では枯れて落ちてきたヤシの葉を表すNgouméと呼んでいる。
このように彼らの日常会話において用いられる呼称はセレールの人々の間でのみ共通理解
され、それゆえに彼ら自身のアイデンティティの強化にもつながっていると言えよう。
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図４   デュファック村における４つの「名前の村」の構成
(2010年現地調査中に作成した地図を元に再構成)
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図５   セネガルの地方行政機構
３  「名前の村」Kan の構造と人々の営み
ここでは名前の村Kanの構造を示したのち、Kanに暮らす人々の日常生活をKanを構成する
屋敷地をめぐる出来事をもとに記述してゆく。
屋敷地に住まうのは、Egoである長男と妻を中心に、その兄妹姉妹と子である。イスラー
ムを信仰しているこのインフォーマントの例では、Egoの父と第２夫人の間の長男夫婦も同
じ屋敷地に居住している (図１を参照) 。Egoの母および、Egoの妻、そしてEgoの弟の妻、
それぞれはデュファック村出身者ではない。Egoの母はシルマン村から、Egoの妻はクー
ル・ダーゴ地区から、そしてEgoの弟の妻らは隣村のグンサンヌのMbayèneから嫁いでき
た。屋敷地の中には、庭とも位置づけられるような共有スペースを囲うように複数の家屋が
建てられている。
家屋の作りはどれも共通している。基礎を打つための穴を掘り、そこにセメントと鉄筋を
用いて基礎を作る。乾燥したら傍らで作った日干し煉瓦を組み上げて壁面を作る。その上か
らコンクリート・モルタルを表面に塗って、屋根や窓枠を組み込んでゆく。屋根はトタンが
張られる。木材は非常に貴重であり高価なため、梁の部分の使用に限定的に使われるのみで
ある。窓はガラスを使うよりも鉄の鎧戸あるいは木で蓋をするようなものが用いられる。
人々が一日中部屋の中ですごすことはない。よって窓は朝と夕方の涼しいうちに風を通す時
以外で開けられることはない。
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部屋は「寝室」として扱われ、その中で作業をするということはほとんどない。部屋の中
は非常に簡素で大きなベッドが１つ、加えて箪笥の１竿がある程度である。壁にはイスラー
ム教団の有名な導師の写真が飾られているか、その年のカレンダーが掲げられている (写真
１、写真２) 。
写真１
写真２
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屋敷地の外側は大きな門 (Khal Mag) があり、馬車 (Charette) や牛馬が出入りするように
なっている。大抵、大きな門は広い通りに面しているほうに作られる (写真３) 。中に入る
と中庭へのアプローチがあり、そこでは、日中は女性たちが食事の準備や洗濯をする場と
なっている。また男性たちが畑仕事や町での仕事から帰ると昼食となるが、その昼食を摂る
場としてもこの中庭は使われる。それから夕方の礼拝や女性たちが行っているTon - Tine 
(トンチン) とよばれる講の場としてもこの中庭は用いられる。結婚式や葬儀、命名式もこう
した中庭が用いられる。宗教儀礼の際は、メッカの方角である東側に司祭 (Imam) が鎮座
し、儀礼を執り行う。
写真３
また日常生活においては、屋敷地内に入ってきた者は、この屋敷地の住民に用事があると
き、この中庭まで入ってきて用件を話す (写真４) 。それはまるで客人が舞台の上で演じて
いるようにも見える。例えば上手にあたる大きな門から入って屋敷地の中庭で用件を伝え
る。中庭にいる屋敷地の住民はそれに答える。そして客人の用事が済むと下手となる小さな
門のほうへ去ってゆく。朝から夕方までの間、屋敷地の人々の行き来は絶えない。大人子ど
も関係なしに入ってきては世間話をして去ってゆく。子どもは同じ年頃の子と遊ぶために
やってきては、小さな門 (Khal Ndao) のほうへ去ってゆく (写真５) 。静かになったと思った
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ら、わーっという声とともに駆け込んできては、また去ってゆくのである。またやってくる
人々は村の人々だけではない。デュファック村から20キロメートル以上東から歩いてやって
くるプル人の炭売りは、毎日必ずやってくる。炭 (Ulin, Klin) は昼食後のお茶アタイヤ 
(Ataya) を沸かすのには欠かせない。それから宗教的儀礼の前になるとやってくるのは布の
行商である。ソニンケ人の行商は隣国マリから国際列車でやってくるプリント柄の布を箱
いっぱい詰めて売り歩く。価格は市中価格よりも同等かやや高い16) 。しかし買う側は言い
値では買わず、交渉となるのがふつうである。買う側も売る側も双方ともにこのやりとりを
楽しんでいるかのように見える。人々はこの中庭を通じて互いの意思疎通をはかり、互いの
利害関係を明らかにするのである。
写真４
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写真５
屋敷地にある小さな門を出ると車が１台通れるほどの小道に出る (写真６) 。この小道を
挟んで、向かいの屋敷地にも小さな門がある (写真７) 。この向いの屋敷地の奥には馬車や
牛馬が出入りできるほどの大きな門もある (写真８) 。
写真６
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写真７
写真８
つまり、大きな門は常に「外」向きにあり、文字通り「外出」するときにはその門を使
う。屋敷地ひいては「名前の村」ここで言うところのFayèneの外に出るときはこの門から
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出る。屋敷地および「名前の村」に住む人々が各々に用がある時は「内」向きにある小さな
門から出入りするのである。
小さな門同士が向かい合う通りは、朝６時30分前後にやってくるパンを運ぶ車が通る。
それ以外の車両は馬車すら通るのは稀である。ここは日中の人影は少ないが、朝はブティッ
ク (Boutique) と呼ばれる小さな雑貨店でパンに塗るマーガリンやチョコレートペースト、
あるいはインスタントコーヒーを量り売りで買い求める子どもたちの姿でにぎわう (写真
９) 。
 写真９
子どもたちだけではなく大人同士も社交場として立ち話や相談事をここでする姿を見かけ
る。夕方になると小学校から帰ってきた女の子たちの遊び場となる。女の子はゴムとびをし
たり乳幼児の世話をしたりと、常に屋敷地の中にいる。男の子は広場で年上の兄弟が興じる
フットボールを観戦したり、父親が朝に放牧した家畜を屋敷地まで連れ帰ってきたりしてい
る。ここにも男女の「内／外」構造の一端が見て取れる。
つまり「大きな門」(Khal Mag) と「小さな門」(Khal Ndao) の使い分けにより彼らの世界
を区切り、切り分けているのである。
Fayèneに限らずセレールの村はこうした屋敷地ごとが隣り合い、向かいあいながら居住
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空間、生活空間をつくりだしている。セレール語ではこうした「名前の村」はKanと呼んで
いるが「家」「屋敷地」の意味も含まれている。よってセレールの人々にとってはこの「名
前の村」そのものがひとつの「屋敷地」であり、「家」なのである。
Ⅳ   結論
冒頭に挙げたイスラームの断食明けの祭りKoritéの際に観察された出来事から考察してみ
よう。祭日の料理は屋敷地の人々で食される。同時にFayèneの中にいる別の屋敷地からも
ホーローびきのたらい１つ分の料理がやってくる。その返礼とばかりにそれと同量の料理を
別の屋敷地にあげるのである。これは返礼の義務を伴わない。そして持ち込まれた料理につ
いての評価は公言しないことが暗黙の了解となっている。
また調査中にあったことだが、隣のNingèneにある一家族では家長が仕事の最中にけがを
してしまい、その年の収入に非常に苦労していたという。コリテの際に、Fayèneに住むイ
ンフォーマントはそういう家庭にも肉と料理を分け与えていた。この行為は一見当然至極の
ように見えるが一般交換の型として、日常的な関わり合いの積み重ねの中で別な形で返礼が
行われてゆく。セレールの人々のこうした行為は非常に緩く、柔軟な営みといえる。これは
イスラームの喜捨 (ザカート) に基づく寄進行為とつながっているという解釈も可能であろ
う。互酬という経験を積むこと、そして富が再分配されることでその共同体の紐帯は強化さ
れ、再生産されてゆくのである。
しかしこうしたセネガルにおける「イスラーム的営み」には、セネガルというよりも「セ
レール的営み」というべきものに基づいている。Wadeによればイスラーム到来以前のセ
レール人の伝統的宗教儀礼は、イスラーム到来後に読み替えられてしまった［Wade 1964 : 
57］と論じる。たとえば犠牲祭Tobaskiは、古いセレールの狩猟の祭りTobaskiを源としてい
る。イスラームの預言者ムハンマドの生誕祭であるマウリッド (Mawlid) にあたるGamouは
セレール人の「予言祭」をあらわしている。また、断食明けの祭であるKoritéはセレール人
とくにNoonでは天の神 (Dieu-Ciel) にあたるKorを語源とし、そもそもは男性の成人儀礼で
あった。とくに断食月Weri Korは少年から大人の男性となる通過儀礼がおこなわれる月を表
した［Wade 1964 : 59-60］。このように一見世界宗教であるイスラームと結びついている
ような相互扶助も、実はセレールの伝統的な営みに位置づけられた営みなのである。
セレール人おける「価値」とは血縁関係で結ばれた「名前の村」、すなわち拡大した屋敷
地である。そこに集う人々こそが「価値」を持つのである。エヴァンス=プリチャードが論
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じた構造的な距離を越えた営み、それこそがこの「名前の村」Kanなのである。
注
1) アフリカの人々をよく「部族」と括ることがあるが、エヴァンス=プリチャードの部族を示す定義
［1978 : 192］に則ればセレールの人々が「部族」には該当しない。なお部族の定義の詳細はここでは
言及しない。
2) セレール人の定義は後述するが、ここで扱うのはチャンギン語族のNoonを指す。
3) 小川［1987］など日本ではフラニ (Fulani) と紹介されている遊牧系民族であるが、セネガルにおいて一
般的呼称でありフランス語で用いられるプル (Peuls) を用いる。
4) 1973年に定められた行政単位。調査地があるティエス州内には31の農村共同体が存在し、村落を統括す
る役目を担う。
5) 表記としてSererと書かれる文献も多くみられるが、本論ではSereerと統一表記する。
6) 私の調査によると40年以上前にはティエス近郊の村落でも水耕による稲作が可能であったという。
7) Lalaとも呼ばれる。図ではLalaと表記されている。この地域にはLam-Lamという村落があり「Lalaの
村」を表す。
8) 本論ではCanginおよびNoonに言及するにとどめる。SiinはSiin-Siinとも表記され、また多くの下位集団
が存在する。
9) この地はそれ以前にも筆者が1993年から1995年の２年間、青年海外協力隊員時代に何度か訪れる機会
があった。
10) 2009年は8月22日から9月19日まで、2010年は8月11日から9月9日までが断食月であった。「断食
月」は日没から翌朝の日の出前までは食事が許される。調査地の場合はおおむね夜７時30分から食事が
摂られていた。
11) 2001年のデータにおいて州内人口は1310万人。１位のダカール州は2326万人、３位のカオラック州は
1100万人である［http://www.senegalaisement.com/senegal/population_senegal.php 2011年2月20
日閲覧］。
12) ティエス市周辺は森林保護区となっているため、許可なく樹木の伐採および薪炭材の製造販売はできな
い。よって不定期であるが州森林局技術補 (Agent Téchnique des Eaux et Forêts) が巡回する。
13) 1978年から2000年までの人口増加率は平均2.7パーセントであるが、都市の増加率は3.0パーセントで
あり、郊外の2.5パーセントと比較して0.5ポイント高い［ANSD 2010:32］。
14) 2010年の政府買取価格は１キログラムあたり160フランCFA (日本円で約32円) である。これは莢を省
いた価格であるため、買取価格はさらに安くなる。なお買取に関しては政府から委託された中間業者が
行うが、中間業者から政府に引き渡される金額は１キログラムあたり250フランCFAであるため、中間
業者は農民と比べ多額の現金を得ることができる。
15) ここにあげた他にも村落があるが、本論では割愛する。
16) １メートルあたり400フランCFAから500フランCFA｡新しい柄のほうが値が高い。成人男性では３～４
メートルあればシャツとズボンのコンビネーションを仕立てることができる。
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